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ご家族のみなさんでご覧ください！

CND機関紙 ホロン

vol.148
2015年7月8日発行

組織内議員の活動紹介

職場全員に〇〇〇〇〇〇〇
を配布し、危険作業はないか、
個人ごとに確認しましょう。

国論を二分するテーマこそ、
「〇〇」は議論を尽くさなけ
ればならない。

不用意な投稿やつぶやきが、
あなたや会社の〇〇・〇〇
を落としかねません。

トヨタでは成功の〇〇〇〇
を一過性のもので終わらせ
ることはしません。

【必要事項】

2015年8月15日締切 HOLON 149号発表

❶ http://www.cnd.or.jpにアクセス
❷ トップページの「組合員専用ページ」をクリック
❸ ID／パスワードを入力
 cnd holon148
❹ 入力フォームに必要事項を入力し送信

ホームページからご応募ください。 検索CND トヨタ

【応募方法】 記事の感想やご意見を添えてご応募ください。

ＣＮＤでは加盟組合のみなさんの個人情報を厳重に取り扱い、適正な個人情報の管理を実施し、ご提供いただいた個人情報は以下の目的で利用します。また、その取り扱いに関する
契約を交わした業務委託先にその取り扱いを委託する場合があります。（詳細についてはＣＮＤのホームページ〈http://www.cnd.or.jp〉のプライバシーポリシーをご確認ください）
１．利用目的：HOLONへ読者の声として掲載・クイズ当選者への発送・お問合せ事項等に関するご連絡
２．利用後の処分について：上記の利用目的に使用した後は速やかに適切な方法で処分します。

個人情報の
取り扱いに

ついて

Click! ID パスワード

・クイズの答え
・氏名
・郵便番号
・住所
・電話番号

・組合名
・会社名
・拠点名
・よかった記事の
 ご感想やご意見

①私たちの声 ②仲間
③自ら ④なぜ

おめでとうございます！

ホロンクイズ当選者のみなさん

今回は総数118件の応募をいただきました。

たくさんのご応募ありがとうございました!

札幌Ｔ／山王大基 札幌Ｃ／谷藤克哉 岩手Ｐ／千田慶
宮城Ｃ／鈴井純一 福島Ｐ／郷津二 群馬Ｔ／永井昌幸
千葉Ｔ／盛舞子 東京Ｎ／園部雅子 東京Ｒ／諸橋直人
ＫＴグループ／尾崎香織 横浜Ｐ／中村哲明 愛知Ｋ／清水いずみ
ＡＴビジネス／深水剛 びわこN／森雅彦 京都Ｎ／東隆文
大阪Ｔ／橋本貴久子 浪速Ｃ／芝本英明 兵庫Ｆ／野口亮
島根ＴＧ／桐原有利華 鹿児島Ｎ／浜田裕一郎

私たちの声を労働組合へ届けよう！
・日々組合で、会社に対して改善のための取り

組みをしていることを改めて知りました。より
良い職場になるように、これからも取り組んで
いただきたいと思いました。（岩手県）

トヨタ流 問題解決のすすめ！！
・「なぜなぜ５回」とよく言いますが、誌面にあ

る通り、たどり着いた答えが「本当に真因だろ
うか」と思うことがあるので、こういった考え方
を参考にすれば、確実な対策を講じるだろう
なと考えさせられました。また実際に現場を見
る、データと照合するという事の大切さを再
認識しました。（北海道）

・なにか問題があったとき「なぜ、なぜ」とは考
えますが、起こった問題について逃げてしま
いたい、忘れてしまいたいという気持ちになり、
深く考えるのをやめてしまいがちでした。しかし、
起こったときこそチャンスだ！と考え、真因をみ
つけ、今後につなげていかなければならない
と思いました。（東京都）

職場で実践！ 簡単ストレッチ
・事務職なので座っていることが多く、肩こり

や頭痛がひどいので、座ったままできるスト
レッチ方法を早速実行しました。（千葉県）

・最近事務的な仕事が増え、凝りや集中力が
かけることが増えたように思います。そんなと
きに掲載されていたようなストレッチを実践し
て少しでも仕事の効率をあげていこうと思い
ます。（大阪府）

政策・制度ＲＥＰＯＲＴ
・政策制度に関しては日頃より関心があります。

当然自らが国政の場に立つことはないので、
組織内議員の方には今後ともご活躍いただ
きますよう、お願いいたします。（宮城県）

※ホームページで解答される方は ①答え、②答えと入力してください。

今号のＨＯＬＯＮはいかがでしたか？ さて、下記のクイズに挑戦して
みましょう。記事のなかにヒントが隠されているかも…。

 （2,000円分）

正解者の中から抽選で20名に図書カードを進呈！

1 2

3 4

※ご自宅に送付します。

答 え

毎回みなさんから
いただいた声を紹介します！

クイズ Vol.148 クイズ Vol.147

02  CND Action!!

 労働安全キャンペーン展開中!!
04  HOLON特集
 第21回 CND海外スタディチーム報告
06  HOLONプラス
 気軽な行為が大きなトラブルに!! SNSの危険性

08  政策・制度REPORT

09 トヨタ流 問題解決のすすめ！！

10 WLB  CHALLENGE!
 三越伊勢丹グループ労働組合の取り組み

12 組織内議員の活動紹介
 着ぼいす
 ＨＯＬＯＮクイズ

今国会は、6月24日まで
だった会期が大幅に延長され、いわゆる「安
保国会」の様相を呈してきました。中身、手
続に多くの問題がありますが、何より、国民
や有識者の声に耳を傾けず、今国会中に
何としても採決をしようとする現政権の姿勢
が問題です。
　安保法制の審議の行く末も極めて重要で
すが、さらに、その陰に隠れて同じぐらい大き
な問題、すなわち、地方創生、エネルギー政
策、地球温暖化対策、金融・経済政策、財政
健全化、そして労働法制などが議論の俎上
に載っています。これらが、国民のみなさんに

理解いただくための十分な情報提供や議論
がなされないままに、進められてしまっているこ
とが危惧されます。
　とりわけ労働者派遣法改正案は、「漏れた
年金情報」問題の調査、説明や対応が遅々
として進まない中で、その審議をなおざりにし
たまま衆議院で強行採決されました。国民生
活に直結する政策テーマが、なし崩し的に進
められることを許すわけにはいきません。
　残りの会期内、多数与党を前にした戦い
は依然厳しいままですが、広く我々が納得で
きるよう徹底的に議論を求め、私も自身の役
割の中で、懸命に取り組んでいく決意です。

安保法制の陰で

参議院議員 なおしま正行

衆議院議員 ふるもと伸一郎
【 】参議院議員

いそざき哲史



全員で共有しましょう！！

［ 労働災害事例 ］

ＣＮＤでは労働災害・通勤災害のゼロを目指し、未然防止活動を中心にさまざ
まな取り組みを実施しています。ＣＮＤ加盟組合では、企業・労使の取り組みに
より、災害の発生件数は減少傾向にあるものの、残念ながら年間650件程度
の労働災害・通勤災害が発生しているのが現状です。
今号の“ＣＮＤ Ａｃｔｉｏｎ！！”では、2015年7月1日（水）～31日（金）の期間で
取り組んでいる「ＣＮＤ労働安全キャンペーン」について紹介していきます。

過去3年間の労働災害・通勤災害発生状況からみられる傾向
ＣＮＤ加盟組合において発生した労働災害・通勤災害をみると、発生状況にはある一定の傾向がみられます。
その傾向をみなさんの職場にあてはめてみると、未然防止に向けたヒントがみつかるかもしれません。

年齢、職種、場所に限らず、あらゆる場面で発生する転倒・転落災害の件数が最も多くなってい
ます。危険箇所への対策にくわえ、一人ひとりの意識を高め、災害を未然に防ぐ必要があります。

■ 発生状況（2014年）

■時間帯別発生件数 間に挟まれる
7.3%

物にぶつかる、あたる
6.2%

部品脱着時による災害
6.0％

車両運転中の事故 5.4％

破片、バリなどに
よる切傷
5.1％

腰を痛める災害
4.7％

カッター・スクレーパー
使用時
4.5％

冷却水噴出など
による災害
4.5％

目に異物混入　
4.0％

ドア・スライドドアに
挟まれる
3.3％

リフト作業時 3.3%

ベルト周りの作業時 0.4% ブレーキクリーナーの
引火事故

0.2%

ＣＮＤ

　安全衛生活動は、一人ひとりが「災害を起こさない」という意識を持つことは当然ですが、職
場や会社全体で「災害を起こさせない」という気持ちを持って取り組まなければ、災害を撲滅す

ることはできません。そのためには、日々の業務のなかで危険箇所への対策をするだけでなく、「危ない
な」と感じることを職場のみんなにしっかりと伝え、それについて話し合える環境作りが必要です。
　今回の「ＣＮＤ労働安全キャンペーン」において展開した「職場ミーティングツール」を活用して、自分た
ちが日ごろ感じている職場の状況について話し合うとともに、それを管理者などとも共有し、継続して職場
の安全衛生活動を実施していきましょう。
　労働災害・通勤災害を起こすことは、起こした本人だけでなく職場の仲間や家族などを不幸にすること
になります。今回のキャンペーンを通じて、あらためて職場の安全衛生活動について考えるとともに、継続
的に取り組む職場の風土づくりを行っていきましょう。

重大
災害

休業
災害

不休
災害 業務上の

災害

通勤途上
の災害

CND
Action!!

データ編

活用① 重点（休業）災害事例の展開

約1/4が
転倒・

転落災害！

実践編 CND労働安全キャンペーン資料を活用しよう！

　「ＣＮＤ労働安全キャンペーン」資
料では、2014年にＣＮＤ加盟組合で
発生した重点（休業）災害事例を抜
粋し、発生別に掲載しています。職場
内で回覧するとともに、職場ミーティ
ングなどにおいて事例を確認し、災害
の未然防止につなげていきましょう。

活用② 職場ミーティングツール

チェックリストを使って、職場の安全を確かめよう！

　「ＣＮＤ労働安全キャンペーン」資料にある「チェックリスト」を活用し、日々の業務をチェックするとともに、「チェックリスト項目確認シート」を用いて職場
ミーティングを開催し、安全意識の醸成や職場の危険箇所の把握を行いましょう。
　また、管理者を含む職場全員でミーティングを開催し、「職場安全確認書」「安全取り組み確認シート」を使いながら、「安心して働ける職場環境」構築に
向け、継続的に取り組みましょう。

12時前や夕方に労働災害が多く発
生しています。集中力の低下などが一
因とも考えられますので、管理者やリー
ダーからの声掛けや必要に応じた休
憩指示などを考えましょう。

勤続年数が「5年以下」の割合が、全
体の約4割を占めています。若年層に
対する安全教育を実施する必要があ
ると考えます。

全体的な発生件数は減少しているも
のの、サービススタッフの割合が、全体
の約7割を占めています。いま一度、基
本作業の徹底を図っていきましょう。

■ 経験年次別発生件数

■ 職種別発生件数

「昼食前」「終業前」の
多発傾向あり！

「入社5年以内」の
社員の被災数が多い！

依然多い
サービススタッフの被災！

まとめ

みんな
で 実践！！

共有！

職場全員にチェックリストを
配布。日々の業務に危険な
作業はないか、個人ごとに確
認していく。

　「安心して働ける職場環境」があってこそ、私たちは日々の生活を送ることができま
す。充実した生活を送っていくためには、職場での労働安全活動をさらに強化し｢組
合員一人ひとりの安全に対する意識の醸成｣と｢職場を軸とした安全活動を行う風土
づくり｣が必要となります。
　「ＣＮＤ労働安全キャンペーン」は、労働災害を発生させない「安全な職場づくり」を
進めていくため、厚生労働省が進める全国安全週間※の実施時期にあわせた毎年7
月に、ＣＮＤより加盟組合を通じて、みなさんの職場へ展開しています。「安全で安心し
て働ける職場環境」を職場全員で作っていくため、積極的に取り組んでいただきますよ
うお願いします。また、「ＣＮＤ労働安全キャンペーン」について説明した資料を、加盟組
合を通じてみなさんの職場へ展開していますので、職場内で回覧するとともに、あとでご
紹介する「職場ミーティングツール」を活用して、職場の安全について話をしてください。

※全国安全週間：産業内の自主的な労働災害防止活動を推進し、広く一般の安全意識の高揚と安全意識の定着を図ることを目的に、
中央労働災害防止協会が取り組みを進めています。（安全週間：2015年7月1日～7日、準備期間：2015年6月1日～30日。）

労働災害が発生しにくい職場環境は、日頃から危険箇所の発見・
対策を行っていくことはもちろん、そこで働く一人ひとりが安全に対
する意識を高めることで構築されていきます。こうした職場環境を一
足飛びに作ることは難しいため、日々の活動を積み重ねるとともに、
活動を継続的に行う風土づくりを根付かせていくことが大切です。
今回のキャンペーンを通じて、安全衛生に対する意識の醸成と安全
衛生活動の定着を図っていきましょう。

「ＣＮＤ労働安全キャンペーン」活動期間

7月1日（水）～31日（金）

ＣＮＤ労働安全キャンペーンとは？ なぜこのような活動をするの？
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転倒・転落※1

24.2%

その他
10.0%

工具の
取り扱い
10.9％

個人ごとの「チェックリスト」を
安全担当者が確認し集約。

労働災害の未然防止に向け
て、職場ミーティングなどの場
で、職場内の“危険”につい
て、チェックリストの“△”およ
び“×”のものを「チェックリ
スト項目確認シート」を使用
し、職場全員で具体的な対
策を検討。

「職場安全確認書」をもとに、
職場全員で安全衛生活動の
目標を策定していく。

全員で検討した具体的な
対策方法を、職場全員で
実践！

「職場安全確認書」を掲示
し、業務中の気づいたことを
記入。

安全担当者などが中心となり、
「安全取り組み確認シート」を
活用し、職場ミーティングを定期
的に開催する。

※1 推奨活動：類似災害の未然防止につなげていくために、ＣＮＤ加盟組合において2014年の1年間に発生し
た労働災害事例のなかから、特に職場での対策を図っていただきたいものを取り上げた活動となります。

※2 CND労働災害最重点チェック作業：特に大きな災害に結びつきかねない災害や頻繁に事例が散見される
災害について選定。

※1

※1

※1 ※2

※1 ※2

・・・・・
・・・・・・

H O L O N   V o l . 1 4 8 2H O L O N   V o l . 1 4 83



Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
香
港
事
務
所
で
は
、日
本
企
業
の
海
外
展
開
・

輸
出
、海
外
企
業
の
日
本
へ
の
誘
致
・
投
資
を
支
援
し
て
い

ま
す
。ま
た
、東
ア
ジ
ア
経
済
連
携
に
お
け
る
香
港
の
国
際

金
融
、物
流
、サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
中
核
的
役
割

に
着
目
し
、情
報
の
収
集
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。す
で
に

香
港
に
進
出
し
た
日
系
企
業
に
対
し
て
は
、税
務
、法
務
、

労
務
な
ど
日
常
の
業
務
運
営
に
お
け
る
問
題
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

香
港
と
日
本
の
関
係

　
香
港
に
と
っ
て
日
本
は
中
国
本
土
、米
国
に
次
ぎ
第
3
位

の
貿
易
相
手
先
で
あ
り
、輸
入
相
手
国
先
と
し
て
は
、中
国

本
土
に
次
い
で
第
2
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。日
本

か
ら
見
て
も
、香
港
は

日
本
の
有
力
な
輸
出
先

で
す
。香
港
で
の
日
本

の
食
文
化
に
対
す
る
人

気
の
影
響
も
あ
り
、と

り
わ
け
農
林
水
産
業
に

お
い
て
は
最
大
の
輸
出

先
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
香
港
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港
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く
日
系
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超
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留
邦
人
は
2
3,

1
3
6
人（
2
0
1
2
年
10

月
時
点
）で
2
0
1
2
年
の

日
本
か
ら
の
渡
航
者
数
は
、

1
2
5
万
5
千
人
、香
港
か

ら
日
本
に
み
え
る
方
は
約
48

万
人
に
上
り
ま
す
。今
後
も

農
林
水
産
や
食
品
関
係
に

お
い
て
は
、日
本
か
ら
の
進

出
増
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

英
国
よ
り
返
還
さ
れ
た
自

由
貿
易
の
拠
点
で
あ
る
香

港
は
、国
際
貿
易
拠
点
と

し
て
西
洋
ビ
ジ
ネ
ス
文
化
、中
国・ア
ジ
ア
文
化
に
も
精
通

し
て
お
り
、今
後
も
ア
ジ
ア
の
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
と
し
て
、ま

た
、キ
ャッ
シ
ュ・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
拠
点
と
し
て
世
界
の
経

済
に
大
き
く
影
響
し
発
展
し
て
い
く
と
確
信
で
き
ま
し
た
。

1
9
9
0
年
代
、ト
ヨ
タ
の
中
国
事
業
は
日
本
か
ら
の
完
成

車
輸
出
が
主
体
で
あ
り
、1
9
9
3
年
に
従
来
の
商
社
ル
ー

ト
を
整
備
す
る
た
め
、初
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
、

Ｔ
Ｍ
Ｃ
Ｌ（
ト
ヨ
タ
・
モ
ー
タ
ー
チ
ャ
イ
ナ
株
式
会
社
）を
豊
田

通
商
と
の
共
同
出
資
で
香
港
に
設
立（
当
時
は
中
国
本
土
内

に
外
国
資
本
の
貿
易
会
社
の
設
置
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
）し

ま
し
た
。Ｔ
Ｍ
Ｃ
Ｌ
は
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｓ

（
ト
ヨ
タ
認
定
サ
ー
ビ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
）や
、Ａ
Ｐ
Ｄ（
ト

ヨ
タ
認
定
部
品
商
）な
ど
を
傘

下
に
収
め
る
と
と
も
に
、現
地

生
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
本
格
化

に
向
け
て
販
売
網
の
整
備
に

注
力
し
、の
ち
の
認
定
販
売
店

の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。現
在

は
、豊
田
通
商
の
出
資
に
て
Ｃ

Ｍ
Ｌ（
ク
ラ
ウ
ン
モ
ー
タ
ー
ス
）

と
し
て
香
港
内
で
ト
ヨ
タ
車

種
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

香
港
の
販
売
事
情

　
香
港
に
お
い
て
は
、ト
ヨ
タ
お
よ
び
レ
ク
サ
ス
を
取
り
扱
っ

て
お
り
、日
本
で
生
産
お
よ
び
販
売
さ
れ
て
い
る
車
種
の
大

半
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。販
売
実
績
は
23
年
連
続
1
位

（
ト
リ
プ
ル
ク
ラ
ウ
ン
獲
得
）と
な
っ
て
お
り
、シ
ェ
ア
は
約

17
％
を
誇
っ
て
い
ま
す
。香
港
の
タ
ク
シ
ー
は
98
％
が
ト
ヨ
タ

車
と
な
っ
て
お
り
、実
際
に
街
中
で
み
か
け
た
タ
ク
シ
ー
も
ほ

と
ん
ど
が
ト
ヨ
タ
で
し
た
。

　
ト
ヨ
タ
車
の
販
売
価
格
は
ア
ク
ア
が
約
3
6
0
万
円
、ア
ル

フ
ァ
ー
ド
は
約
9
0
0
万
円
、Ｌ
Ｓ
6
0
0
ｈ
は
、2,
9
0
0

万
円
と
日
本
と
比
べ
て
1
・
8
〜
2
倍
程
度
の
価
格
と
な
っ

て
い
ま
す
。車
両
以
外
に
も
、ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
費
用
が
か

か
り
、通
常
の
も
の（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
数
字
が
混
在
）で

3
0
0
万
円
程
度
か
ら
、「
8
8
8
8
」な
ど
の
ゾ
ロ
目
の
ナ

ン
バ
―
は
高
額
で
取
引
さ
れ
て
お
り
、ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
無
し
の

「
9
」に
お
い
て
は
、億
単
位
で
取
引
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
販
売
形
態
は
来
店
型
で
、そ
の
多
く
は
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
試
乗

予
約
が
き
っ
か
け
と
な
り
販
売
に
い
た
り
ま
す
。ま
た
、休
日

は
家
族
で
出
掛
け
る
人
々
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、ノ

ア
や
ア
ル
フ
ァ
ー
ド
な
ど
の
Ｍ
Ｐ
Ｖ
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
大
手
企
業
の
進
出
が
多
い
香
港
に
お
い
て
は
、ト
ヨ
タ
車

を〝
世
界
で
売
る
〞た
め
の
テ
ス
ト
市
場
に
も
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、ト
ヨ
タ
自
動
車
の
発
展
に
は
欠
か
せ
な
い
位
置
づ

け
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
で
、日
本
国
内
の
販
売
状
況
か
ら

生
産
中
止
に
な
る
車
種
も
あ
り
、香
港
で
ト
ヨ
タ
車
の
販
売

台
数
を
伸
ば
す
上
で
、日
本
国
内
で
の
販
売
状
況
が
大
き

く
影
響
し
て
く
る
こ
と
が
窺
え
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
を
通
じ
て
、国
境
を
越
え
て
仕
事
す
る
現
地

社
員
の「
ト
ヨ
タ
ブ
ラ
ン
ド
」に
対
す
る
情
熱
や
プ
ラ
イ
ド

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。加
え
て
日
本
国

内
で
の
販
売
状
況
が
他
国
で
の
販
売
や
車
両
の

導
入
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
う
し
た
海
外
の
状
況

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、今
後
の
活
動

や
業
務
を
行
う
上
で
、良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
広
汽
ト
ヨ
タ（
Ｇ
Ｔ
Ｍ
Ｃ
）は
広
州
汽
車
集
団
と
ト
ヨ
タ

自
動
車
の
合
併
会
社（
出
資
は
50
％
ず
つ
）で
あ
り
、設
立

か
ら
11
年
目
に
な
る
製
販
一
体
の
自
動
車
企
業
で
す
。企

業
方
針
と
し
て
環
境
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
実
現
を
目
指
し
、

環
境
に
低
負
荷
な
工
場
を
つ
く
る
こ
と
や
、社
会
貢
献
活

動
と
し
て
植
樹
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。工
場
の
ラ
イ
ン

は
2
つ
あ
り
、カ
ム
リ（
凱
美
瑞
）、カ
ム
リ
H
V
、ヤ
リ
ス

（
威
姿
）、ハ
イ
ラ
ン
ダ
ー（
漢
蘭
達
）、E‘
Z（
逸
致
）、レ

ビ
ン（
雷
凌
）を
生
産
し
て
い
ま
す
。工
場
の
ま
わ
り
に
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
パ
ー
ク
と
し
て
12
社
が
集
ま
り
、個
々
で
作
っ

た
部
品
を
供
給
し
て
い
ま
す
。特
徴
的
な
こ
と
と
し
て
、

部
品
の
運
搬
に
ト
ラ
ッ
ク
は
使
わ
ず
、部
品
を
載
せ
た
台

車
が
整
え
ら
れ
た
地
下
道
を
通
っ
て
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
国
に
お
け
る
自
動
車
市
場

　
中
国
に
お
け
る
自
動
車
販
売
台
数
は
世
界
1
位
と
車
の

売
れ
る
市
場
で
あ
り
、日
本
の
約
4
倍
の
規
模
に
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、コ
ン
パ
ク
ト
カ
ー
や
Ｓ
Ｕ
Ｖ
と
い
っ
た
車
種
が
売

れ
筋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
に
お
け
る
地
域
別
販
売
実
績
を
み
る
と
、

中
国
は
ア
メ
リ
カ
・
日
本
に
次
ぐ
3
位
と
な
っ
て
お
り

1
0
0
万
台
の
販
売
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。販
売
体
制
は

ト
ヨ
タ
2
チ
ャ
ン
ネ
ル
、レ
ク
サ
ス
1
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
3
チ
ャ

ン
ネ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。国
内
シ
ェ
ア
は
4
％
程
度
で
、前

年
よ
り
伸
ば
し
て
い
る
も
の
の
、Ｖ
Ｗ
や
Ｇ
Ｍ
な
ど
が
非
常
に

大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま
す
。

講
演
を
通
じ
て
、中
国
市
場
の
規
模
や
ト
ヨ
タ
に
お
け
る

中
国
市
場
の
位
置
づ
け
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。く
わ
え
て
、中
国
国
内
に
あ
る
他
の
ト
ヨ
タ
販
売
代

理
店
と
の
競
合
や
シ
ェ
ア
確
保
、拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
に
関
し
て
、日
本
と
は
違
っ
た
大
変
さ
が
あ
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

　
広
汽
ト
ヨ
タ
第
一
店
は
、Ｇ
Ｔ
Ｍ
Ｃ
が
資
本
・
運
営
す
る
販

売
店
で
、国
内
に
4
0
0
店
あ
る
販
売
店
の
1
つ
で
す
。

広
州
の
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
た
商
業
の
中
心
地

に
位
置
し
、敷
地
面
積
が
1
0,
0
0
0
㎡（
東
京
ド
ー
ム

約
3
/
4
個
分
）と
大
変
広
く
、シ
ョ
ー
ル
ー
ム
や
サ
ー
ビ

ス
工
場（
ス
ト
ー
ル
数
20
）、Ｂ
Ｐ
工
場（
ス
ト
ー
ル
数
26
）、

事
務
な
ど
が
1
箇
所
に
集
め
ら
れ
て
お
り
、Ｉ
Ｔ
を
駆
使

し
た
さ
ま
ざ
ま
な「
改
善
」が
取
り
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、Ｇ

Ｔ
Ｍ
Ｃ
の
旗
艦
店
舗
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
店
舗
に
は
、

1
4
9
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
働
い
て
お
り
、2
0
1
4
年
年
間

新
車
販
売
台
数
は
2,
9
3
8
台
、サ
ー
ビ
ス
入
庫
台
数

は
4
1,
7
4
4
台
で
す
。

広
汽
ト
ヨ
タ
第一店
は
、ス
タ
ッ
フ
の
人
数
が
多
く
、お
客

様
や
車
と
向
き
あ
う
姿
を
見
る
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
確
実
に
果
た
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。世
界
中
に

あ
る
ト
ヨ
タ
の
中
で
、日
本
が
先
進
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、第
一店
の
取
り
組
み
を
み

て
、日
本
の
販
売
店
も
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。社
長
の
黄
氏
が
お
っ
し
ゃっ
て
い
た「
改
善
を

す
る
時
、新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
時
に
は
何
か
と
問

題
点
が
出
て
く
る
。大
切
な
こ
と
は
リ
ー
ダ
ー
が
強
い

発
信
を
し
、そ
の
意
向
を
伝
え
る
こ
と
。ま
た
、問
題
が

出
て
き
た
ら
、そ
の
都
度
全
体
で
話
し
合
っ
て
解
決
し
て

や
り
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
」と
い
う
言
葉
は
、私
た
ち

労
働
組
合
に
も
通
じ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

正 式 名
面 積
人 口
民 族
言 語
主要産業

香港・広東省広州市
Hong Kong Special Administrative Region of the People’s Republic of China
Guangdong Province Guangzhou

広
汽
ト
ヨ
タ（
Ｇ
Ｔ
Ｍ
Ｃ
）

J
E
T
R
O（
ジ
ェ
ト
ロ
）

Crow
n M

otors Co.Ltd

（
ク
ラ
ウ
ン
モ
ー
タ
ー
ス
）

香港

名 称
面 積
人 口

│中華人民共和国香港特別行政区
│1,104km2

│約717万人（2013年2月現在）
│漢民族（約95％）
│広東語、英語、中国語（北京語）ほか
│金融業、不動産業、観光業、貿易業

│広東省広州市
│7,434km2

│1,018万人

広州

　ＣＮＤでは、加盟組合から海外スタディチームの
参加者を募集し、2015年5月18日～22日の日
程で香港・広州を訪問しました。
　返還後、今もなお中国と一線を画した歩みを続
ける香港と、中国国内においてトヨタをはじめとす
る日系自動車メーカーの一大生産拠点となって
いる広州を訪れ、それぞれの異なる文化を肌で感
じることで、労働組合の役員として幅広い知識を習
得し、見識を深めることを目的とし開催しました。
　香港におけるトヨタ車の販売、広州におけるト
ヨタの生産と販売、また、香港・広州で活躍する人
と文化を学んできましたので、その一部をＨＯＬＯＮ
で紹介します。

　第21回　ＣＮＤ
海外スタディ
チーム報告

ジェトロ宮澤さん

クラウンモータースのレクサスショールーム

広汽トヨタ第一店ショールーム

クラウンモータース・パトリックさん

広
汽
ト
ヨ
タ
　
第
一
店

　
今
回
の
海
外
ス
タ
デ
ィ
チ
ー
ム
で
は
、

自
動
車
産
業
が
盛
ん
で
あ
り
、ト
ヨ
タ
と

も
深
い
関
係
の
あ
る
香
港
・
中
国（
広

州
）を
訪
問
し
ま
し
た
。同
じ
中
国
で
は

あ
る
も
の
の
、先
進
国
で
あ
り
日
本
と

状
況
が
近
い
香
港
と
、発
展
し
続
け
て
い

る
広
州
の
状
況
に
直
接
触
れ
る
こ
と
で
、

日
本
お
よ
び
中
国
国
内
で
の
環
境
や
文

化
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
5
日
間
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
の
中
、

ト
ヨ
タ
販
社
を
中
心
に
訪
問
し
、取
り
組

み
の
状
況
や
客
層
の
違
い
、国
民
性
の
違

い
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、組
合
役
員

と
し
て
見
識
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
全
員
が
今
回
の
経
験
を
活
か

し
、今
後
の
組
合
活
動
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
体
を
通
じ
て

全
体
を
通
じ
て

販
売
面
に
お
け
る
課
題
と
し
て
、ス
ム
ー

ス
な
受
付
や
設
備
の
制
約
を
受
け
な
い

商
談
ス
ペ
ー
ス
、商
談
品
質
の
確
保
、ス
タ
ッ
フ
の
業
務
効

率
化
が
あ
る
と
伺
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
、

お
客
様
の
来
店
を
カ
メ
ラ
で
検
知
す
る
と
と
も
に
来
店

情
報
を
ス
タ
ッ
フ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
通
知
し
、す
ぐ
に

お
出
迎
え
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
、ス
ム
ー
ス

な
受
付
に
結
び
付
け
て
い
ま
し
た
。ま
た
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、年
次
や
経
験
に
よ
る
差
の
な
い
商
談
品
質
の
確

保
が
で
き
、合
わ
せ
て
、マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
や
り
取
り
の

通
信
化
や
メ
モ
機
能
に
よ
り
、商
談
中
の
離
席
や
後
処
理

の
減
少
な
ど
効
率
的
に
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
中
国
国
内
の
ネ
ッ
ト
利
用
人
口
の
増
加
を
背
景
に
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
お
客
様
の
間
口
を
広
げ
て
お

り
、年
間
約
60
台
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
販
売

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、将
来
を
見
据
え
て
、今
後
増
加

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
富
裕
層
を
取
り
込
む
た
め

に
、ス
モ
ー
ル
カ
ー
の
販
売
を
き
っ
か
け
と
し
、大
切
に
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
く
こ
と
で
、将
来
的
な
代
替
や
増
車
に
結
び

つ
け
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
伺
い
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
課
題
と
し
て
、サ
ー

ビ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
Ｓ
Ａ
）の
受
付
能

力（
パ
ソ
コ
ン
5
台
を
Ｓ
Ａ
15
人
で
共
用
）や
煩
雑
な
ペ
ー

パ
ー
ワ
ー
ク（
メ
モ
の
Ｐ
Ｃ
入
力
・
紙
の
持
ち
運
び
・
手
待

ち
・
記
入
漏
れ
ミ
ス
）が
あ
る
と
伺
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
を

改
善
す
る
た
め
、全
Ｓ
Ａ
が
専
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

持
つ
こ
と
で
、ど
の
場
所
で
も
15
人
の
Ｓ
Ａ
が
接
客
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、受
付
内
容
を
端

末
に
選
択
入
力
ま
た
記
入
し
、そ
の
内
容
を
エ
ン
ジ
ニ
ア

に
送
信
す
る
こ
と
で
、紙
の
持
ち
運
び
や
伝
達
忘
れ
が
な

く
な
っ
た
そ
う
で
す
。ま
た
、エ
ン
ジ
ニ
ア
に
送
信
し
た
内

容
は
、同
じ
内
容
が
部
品
担
当
に
も
送
信
さ
れ
、部
品
出

庫
ま
で
の
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
で
、効
率
的

な
業
務
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

Ｃ
Ｖ
Ｍ
と
は「
顧
客
流
出
防
止
改
善
」の

こ
と
で
あ
り
、こ
こ
第
一
店
で
は
2
0
0
9

年
か
ら
徐
々
に
低
下
し
て
い
く
Ｃ
Ｒ
率
を
向
上
す
る
た
め
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
導
入
し
、お
客
様
と
の
関
係
維
持
活

動
の
強
化
を
し
て
い
ま
す
。そ
ん
な
中
、開
業
か
ら
蓄
積

さ
れ
た
大
量
の
デ
ー
タ
が
活
用
で
き
て
い
な
い
現
状
と
、一

方
的
に
経
験
や
業
績
目
標
達
成
の
た
め
、お
客
様
に
サ
ー

ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
を
販
売
し
て
い
る
現
状
を
改
善
す
る
た
め
、

シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
分
析
し
、お
客
様
に
合
わ
せ

た
提
案
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
と
で
、成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。

※
C
V
M
…
カ
ス
タ
マ
ー・バ
リ
ュ
ー・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

販 

売

Ｃ
Ｖ
Ｍ

サ
ー
ビ
ス
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気軽な
つぶやき投稿が
思わぬ問題に！

※CND組合員の事例では
ありません。

気軽な行為が大きなトラブルに!!

SNSの危険性

近年、短い文章（つぶやき）を投稿したり、友人同士で近況報告やメッセージのやり取りをするSNS（ソーシャルネッ
トワーキングサービス）が一気に普及しました。しかし、安易な書き込みによる情報漏洩や、友人同士という安心感
を利用して、詐欺やウイルスを送るといったことなど、さまざまなトラブルが増えているようです。

安易な行動が問題に!? SNS利用者が起こしたトラブル事例

　画像や動画を投稿したり、自分の気持ちを書き
込んでいろんな人と共感したり、複数人への連
絡手段になるなど、SNSは大変便利なコミュニ
ケーションツールです。しかし使い方次第で、さ
まざまな危険に巻き込まれてしまうことも事実で
す。不用意な投稿やつぶやきが、あなたや会社
の信用・信頼を落としかねません。SNSは誰もが
みているものとしっかり認識をし、あらためて利
用の仕方を考えていきましょう。

みなさんの記憶にもまだ残って
いるかも知れませんが、姫路市
の職員がTwitterに投稿した画
像に、市内企業の申告書の一部
が写りこみ、税務情報が漏れたこ
とが問題になりました。ではなぜ
情報が漏えいしてしまったのか
確認してみましょう。

恐らくこの職員は自分のデスクのヨーグルトを撮
影し投稿したかったと思われますが、そこに税務
関連書類が写りこんでしまったのです。つまりこ
の職員は、自分のデスクを撮影することで、情報
が漏えいしてしまうことを認識していなかったこ
とになります。こうした認識の甘さが情報漏えい
につながってしまうのです。

パソコンの普及に伴うウイルス感染の危険
告知により、パソコンに送られてきたメー
ルなどのURLに、不用意にアクセスする人
は減ってきたと思います。しかしSNS内の
メッセージは、SNSで知り合った友人が
送ってきているという安心感からか、メッ

セージ内に書き込まれているURLを不用意
にクリックしてしまう傾向にあるようです。
また、いつのまにか有害サイトを利用させら
れたり、IDやパスワードを聞き出し、アカウ
ントを乗っ取られるなどといった被害もあ
るようです。

パソコンがウイルスに感染すると、クレジットカード
情報やパスワードが簡単に読み取られて、大きな被
害が出ることも…。不用意なクリックはしないよう
にしましょう！

ココが
危険！

気軽に利用できるコミュニケーションツールとして人気のSNS。最近
ではビジネスにおけるコミュニケーションツールのひとつとして、利用
されている方も多いのではないでしょうか。スマートフォンの普及とア
プリの充実により、多くの人が利用しているため、使い方を間違えると
トラブルに巻き込まれることも…。あなたの使い方は大丈夫ですか？

会社のデスクなどはさまざ
まな情報があります。もしか
したら何か情報が洩れてし
まうかも知れない！という認
識を持ちましょう！

ココに
注意！

個人情報を
簡単に書きこまない！

1

人や会社の愚痴は
書き込まない、
つぶやかない！

2

届いたURLを
むやみにクリックしない！

3

安易な
クリックによる
ウイルス感染

何気ない
投稿で

情報漏えい！

こっそりつぶやいたつもりが
本人にバレてしまった（20代女性）

ココに
注意！

自分の今の気持ちや近況が、気軽に投稿やつぶやくことができるSNS。
しかし公開範囲や投稿する内容を自分で定めておかないと予期せぬトラブルに…。

職場にバレ、信用を失った（20代男性）

社外の友人とSNSで繋がって
いた上司に社内恋愛がバレて
しまった（30代女性）

SNSは公開範囲を狭めることができま
すが、バレるとマズイ話はネット上に書
かないのが得策です。どこで話が漏れ
るか分かりません！ その場のノリで、後
先考えず投稿するのはやめましょう。

会社看板が写り込み、
身元がバレた
（20代男性）

コンビニ側が
警察へ被害届を
提出（10代男性）

SNSの利用で
気を付けたい

3つの心得

■主なSNSの利用率 ■SNSでのトラブル

※主要なSNSおよび通話・メールアプリを対象（ゲーム系SNSは除く）。 ※SNSの利用者のうち、「トラブルがない」と答えたのは約2割。
友達申請や通知に関するトラブルは多かった。

知らない人から「友達」の申請が届いた

SNSからの通知メールが多く煩わしい

希望していないのに「友達」に登録された

SNS経由で不要なアプリを入れてしまった

SNS経由で怪しいWebサイトを表示させられた

意図せぬメールや通知が知人に送られてしまった

ネット上でけんかやトラブルになった

公開したくない情報を第三者に知られてしまった

面識のある知人とけんかやトラブルになった

公開したくない情報を知人に知られてしまった

これまでトラブルや問題だと思ったことはない

0 10 20 30 40 50 60（%）

57.1%
32.9%

20.6%

12.9%

10.6%

9.7%

7.7%

5.2%

4.2%

3.9%

2.9%

（N=354）

0
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LINE Twitter Facebook mixi Skype Google+ その他

47.6
%

41.9
% 39.9

%

19.7
%

18.8
% 16.1

%

23.6
%

（N=4193）

こんなつぶやきが危険！
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横浜トヨペット労働組合 福岡トヨタ自動車労働組合 沖縄トヨタ労働組合

全国のＣＮＤ加盟組合に訪問させていただき、立候補する理由や
活動方針の説明を行いました。

対策を立てて
実行する

最終回

私たちの代表である組織内議員は、「将来に
不安のない社会を作るために」国政の場は
もちろんのこと、さまざまな場所で日々精力
的に活動を行っています。今回の「政策・制
度ＲＥＰＯＲＴ」では、なおしま議員に現在国
会で審議中の安全保障法案について話をし
てもらいました。

政 策 ･ 制 度
R E P O R T

組織内議員 活動報告今回の
内容

今回の
内容

ト
ヨ
タ
流

問
題
解
決
の

す
す
め
!!

真
因
が
特
定
で
き
た
ら
、あ
と
は
解
決
す
る
た
め
の
対
策
を
立
て
て
実
行
し
ま
す
。

今
回
は
そ
の
際
に
注
意
す
べ
き
点
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

仕事の成果が
グッと変わる！

　真
因
を
特
定
し
た
ら
、「
ど
う
す
れ
ば
真
因
を

な
く
す
こ
と
が
で
き
る
か
」を
徹
底
的
に
考
え
抜

き
ま
す
。こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、真
因
ご
と
に

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
対
策
案
を
洗
い
出
す
こ

と
で
す
。対
策
案
を
出
す
際
は
、図
1
の
よ
う
な

視
点
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
本
当
の
要
因

　可
能
な
限
り
の
対
策
案
を
出
し
た
ら
、そ
れ
ぞ

れ
の
案
を
評
価
し
、図
2
を
参
考
に
し
て
対
策
に

優
先
順
位
を
つ
け
、取
り
組
む
内
容
を
絞
り
込
ん

で
い
き
ま
す
。

　そ
し
て
絞
り
込
ん
だ
対
策
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。な
ぜ
な
ら
、環
境

の
変
化
に
よ
っ
て
真
因
や
そ
の
対
策
案
が
変
化
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。こ
う
し
た
変

化
の
影
響
を
避
け
る
た
め
、チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

一
気
に
実
行
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　対
策
を
す
べ
て
実
行
し
た
ら
、設
定
し
て
お
い

た
目
標
に
対
す
る
効
果
を
評
価
し
ま
す
。

　例
え
ば
、「
ク
レ
ー
ム
の
発
生
を
減
ら
す
」と
い

う
問
題
に
対
し
て
、「
ク
レ
ー
ム
の
発
生
を
12
月

末
ま
で
に
、月
2
件
以
下
と
す
る
」
と
い
う
目
標

を
立
て
た
と
し
ま
す
。対
策
の
実
行
に
よ
り
こ
の

目
標
を
達
成
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
、デ
ー
タ
な

ど
で
測
定
し
ま
す
。

　こ
こ
で
目
標
を
達
成
し
、問
題
も
解
決
で
き
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
場
合
は
、順
調
に
進
ん

で
い
る
証
。し
か
し
、ま
っ
た
く
対
策
の
効
果
が
み

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、探
り
あ
て
た
真
因
が
正

し
く
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。真
因
を
見
極

め
る
こ
と
か
ら
や
り
直
し
ま
し
ょ
う
。

　目
先
の
結
果
が
よ
く
て
も
そ
の
場
か
ぎ
り
の
対

策
に
な
っ
て
い
た
り
、無
茶
な
実
行
プ
ロ
セ
ス
を

踏
ん
で
い
た
り
す
る
場
合
は
見
逃
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。ト
ヨ
タ
で
は
、必
然
性
と
継
続
性
が
な

け
れ
ば
、正
式
な「
結
果
」
と
は
認
め
ま
せ
ん
。つ

ま
り
、別
の
誰
か
が
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
も
、同
様

の
効
果
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、続
け
ら
れ
な

か
っ
た
り
す
れ
ば
、プ
ロ
セ
ス
に
問
題
が
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
実
行
の
プ
ロ
セ
ス
も
し
っ
か
り
と

振
り
返
り
、誰
が
や
っ
て
も
同
じ
よ
う
に
結
果
を

出
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
確
認
し
、次
の
問

題
解
決
に
活
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　ト
ヨ
タ
で
は
、成
功
の
プ
ロ
セ
ス（
成
果
）を
一
過

性
の
も
の
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

「
し
く
み
」
と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
習
慣
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を「
標
準
化
」と
い
い

ま
す
。簡
単
に
い
え
ば
、「
い
つ
、誰
が
や
っ
て
も
、

同
じ
よ
う
に
で
き
る
」よ
う
な
し
く
み
を
つ
く
る

こ
と
で
す
。

　ト
ヨ
タ
に
は
、作
業
の
標
準
を
示
し
た
「
作
業

要
領
書
」
が
た
く
さ
ん
存
在
し
、た
と
え
新
人
が

入
っ
て
き
て
も
、他
の
人
と
同
じ
よ
う
に
作
業
が

で
き
る
よ
う
な
し
く
み
が
整
っ
て
い
ま
す
。そ
う

し
た「
標
準
」の
管
理
の
方
法
を
決
め
て
、当
た
り

前
の
よ
う
に
標
準
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を「
管
理
の
定
着
」と
い
い
ま
す
。

　そ
し
て「
標
準
化
」と「
管
理
の
定
着
」を
す
る

こ
と
を
、『
歯
止
め
』と
呼
ん
で
い
ま
す
。1
つ
の

問
題
が
解
決
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、『
歯
止

め
』ま
で
や
り
遂
げ
て
、は
じ
め
て
ト
ヨ
タ
の
問

題
解
決
は
完
了
す
る
の
で
す
。そ
し
て
、次
の
問

題
解
決
へ
と
軸
足
を
移
す
。つ
ま
り
、ト
ヨ
タ
の

改
善（
問
題
解
決
）は
、半
永
久
的
に
続
い
て
い
く

の
で
す
。

2002年4月、トヨタ自動車とリクルートグループによって設立されたコンサルティング会社。トヨタ在籍40
年以上のベテラン技術者が「トレーナー」となり、トヨタ時代の豊富な現場経験を活かしたOJT（On the 
Job Training）により、現場のコア人材を育て、変化に強い現場づくり、儲かる会社づくりを支援する。

『トヨタの問題解決』 中経出版 1,300円（税抜価格）

監修 （株）OJTソリューションズ

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の

対
策
を
洗
い
出
す

対
策
の
効
果
が
な
か
っ
た
と
き
は

「
真
因
」が
間
違
っ
て
い
る

「
標
準
化
」と「
管
理
の
定
着
」で

初
め
て
プ
ロ
セ
ス
が
完
結
す
る

結
果
だ
け
で
な
く

「
プ
ロ
セ
ス
」も
振
り
返
る

※

効果

実現
可能性
コスト・
工数

リスク

自己成長

真因をなくすことができるか。
目標を達成できるか。

無理なく対策を実行できるか。他の部署
や組織を巻き込む必要はあるか。

どれほどの費用や時間がかかるか。
何人でやれば納期に間に合うか。

対策を実行する段階でリスクはあるか。

この対策を実行することを通じて、自分
自身が成長できるか。

図2

図1 対策案を出すための10視点

優先順位をつけるための5視点

排 除

正 反

拡大と縮小

結合と分散 

集約と分離

付加と削除

順序と入替

共通の差異

充足と代替

平行と直列 

「やめてしまってはどうか」
仕事のプロセスをなくす、人を減らす

「反対にしたらどうか」
人の役割を逆にする、置き場所を逆にする

「大きく、または小さくしたらどうか」
プロジェクトメンバーを増やす、減らす

「一緒にしたり、分けたりしたらどうか」
開発と販促を同時に行なう、開発部隊を2つに分ける

「まとめてみる、分散してみる」
会議を1つにする、テーマごとに会議を分ける

「付け加えてみる、取り去ってみる」
新しい機能を増やす、機能を１つ減らす

「順序を組み立て直す、作業手順を入れ替える」
仕事の順番を逆にする

「違った点を活かしてみる」
同じ年次だが、経験分野が違う人を活用する

「ほかに使えるか、他のモノに替えたらどうか」
他の部署の成功例をマネする

「同時に行なったらどうか、順次行なったらどうか」
2つの販促手段を同時に行なう、順番に行なう

組織内議員 なおしま参議院議員 活動報告

国民不在の政治
　日頃よりご支援を賜り、厚く御礼申
し上げます。ここ最近、国会審議にお
ける政府与党の「おごり」が際立って
います。
　例えば安全保障法案ついては、安
倍総理が国会審議の前に法案の成立
を米議会で明言。また審議時間短縮
のためか10本の法案を一纏めで審議
するなど、中身の前に手続きの問題
があります。中身についても、国権の
最高機関である国会が招致した参考
人3名全員が「違憲」との見解を示す
など、法案の賛否以前の問題も浮上
しました。審議における政府の二転三
転する答弁もさることながら、結論あ
りきで一国会での成立を急ぐ姿勢に

国民各層から反対の声が日増しに大
きくなっています。世論調査では8割
を超える人が今国会での成立に否定
的です。そもそも、国家権力を縛る憲
法を、時の内閣が自由な解釈変更で
勝手に変更することは立憲主義に反
します。やるなら堂々と改正手続きを
踏み、国民に賛否を問うべきです。
　国論を二分するテーマこそ、「政治」
は議論を尽くさなければなりません。
国民を見ようとせず、自分のやりたい
ことをルール度外視で強引に進める
政権の手法を許す訳にはいきません。
我々は国民の生命と財産を守るため
に、国民と向き合い、共に闘います。

連合の労働法制改悪阻止座り込みを激励（6月12日）

参議院経済産業委員会で安倍総理に質問（6月16日）（6月中旬記）

これからも全国の仲間に会って、自らの思いを伝えていきます。
私の名前を憶えてくださいね！！

第24回参議院議員選挙（2016年7月施行予定）候補予定者

はまぐち 誠さん 組合訪問日誌
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環境整備の具体的取り組み

組合データ

具体的取り組み ❶

フルタイム早番固定勤務を新設

具体的取り組み ❸

育児にかかわるフルタイム勤務者への支援
具体的取り組み ❷

再雇用制度の拡充

【育児勤務者本人の視点】

【現場運営の視点】

　三越伊勢丹グループ労働組合では、2014年度より育児関
連制度拡充に向けて取り組みを進めています。もちろん以前
から育児関連の制度はあったのですが、なぜ制度改定が必
要になったのか？それは育児勤務時間制度を利用する育児
勤務者が急激に増えてきたことが背景にあります。
　共働きが当たり前になり、結婚、出産後も働かれる女性社
員が増加したことに加え、2000年以降に採用したメイト社員※

の方々が結婚される時期を迎え、ここ数年で育児勤務者が急
激に伸びていきました。（図１） ※メイト社員…月給制契約社員

　そうした中で課題になってきたのが、育児勤務者がこれま
でと同じ意識、同じ制度の中で働いていても、「やりがいを持っ
て働けない」「なかなかフルタイム勤務に戻れない」というこ
と。また現場では、このまま育児勤務者が増えていくと、周囲の
メンバーの負担も増えてしまい、現場運営が大変になってしま
う。そこで、こういった現場運営と育児勤務者本人の2つの視
点をベースとした制度改定を進めていくこととしました。（図2）
　例えば、育児勤務時間制度適用期間が終わり、フルタイム
で働くようになるとします。すると、子どもを保育園に迎えに行くなどの理由から、「閉店時間が遅い店舗では遅番で
働けない…、仕方なく退職するしかない」ということになってしまう。現場にとっては大きなマイナスです。一方で、育児
勤務をすべて使わないで早くフルタイムで働きたいという方もいらっしゃいます。そういう方が制度の充実により、早く
フルタイムに復帰できたら、それは本人にも現場にとってもすごく良いことだと思います。こういったなかで、三越伊勢
丹グループ労働組合の取り組みは、“フルタイム勤務復帰へのサポートの拡充”にポイントを置くこととしました。

現在さまざまな企業や労働組合で、ワーク・ライフ・バラン
スの実現に向けた取り組みが進められています。では自動
車業界以外の業種はどのように取り組んでいるのか。その
取り組み内容や考え方に触れて、ワーク・ライフ・バランス
の大切さを考えていきましょう。

ワ ー ク  ラ イ フ  バ ラ ン ス  チ ャ レ ン ジ

拡大企画！

三越伊勢丹グループ労働組合の取り組み第 3 回

フルタイム勤務の復帰へのサポートの拡充

三越伊勢丹グループ労働組合では、今
回ご紹介した制度だけでなく、育児・介
護に関わるあらゆる制度の見直しに取り
組むとともに、会社・組合員双方が幸せ
になるように、労使で議論を重ねたそう
です。ＷＬＢについて、みなさんの職場に
おいても、初めから「どうせできない」と考
えるのではなく、「何ができるのか」を話し
合ってみてはどうでしょうか。

ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて
～育児関連制度の拡充～

まとめ

女性を含む多くの従業員が活き活きと仕事をしていける職場環
境を目指すため、ワーク・ライフ・バランスの取り組みを重要視し
ている三越伊勢丹ホールディングス。実際にどのような取り組み
を進めているのか？三越伊勢丹グループ労働組合にお邪魔し、
堀之内副執行委員長と内田書記次長にお話を聞いてきました。

　今回の制度改定では、組合は単なる制度の拡充にとどまらないよ
う注力してきました。育児関連制度の拡充は、それぞれの当事者視点
に偏りがちです。育児勤務者を守ってほしい、周りの負担もしっかりと
フォローしてほしい、どちらも曖昧なまま拡充を進めてしまうと、一部
だけを守ることとなってしまい、せっかくの取り組みも「何でそこだけ守
るの？私たちは？」とネガティブに捉えられてしまいます。
　この制度拡充の中ですごく大きかったのが、フルタイム復帰を支援
することが、育児勤務者本人だけでなく、周りの人にとってもすごく良
い影響を与えられたことです。そこを組合員のみなさんがしっかりと共
有し、納得してもらうことができたので、単純な制度拡充だけでは終わ
らずに取り組みを進めることができました。

育児勤務者本人に話を聞くなかで、「日によってはでき
るだけ長く働きたい」という声が意外にも多く寄せられ
ました。また、なぜそう考えるのか？という問いには、大
きく2つ理由がありました。1つは「普段早く帰っている
ので、できるときはちゃんと職場に貢献したい」という理
由。もうひとつは、「育児中のフルタイム復帰のイメージ
が湧かないので、戻れる自信が全くない」という理由で
す。それであれば、育児勤務期間中であっても、できる
時にフルタイム勤務を行い、少しずつ慣らしていくやり
方がいいのではないか？また育児勤務者の勤務時間
の拡大は現場にもメリットがある。ということで、育児勤
務時間の一時的勤務時間延長を実施しました。これは
すごく好評で100名程度の組合員が利用しています。

　育児勤務を終えたあとはフルタイム勤務に復帰しま
すが、フルタイム勤務には早番と遅番があります。遅番
になると閉店時間が遅い店舗もあるので、フルタイムに
は戻りたくないという組合員が多くいました。そこでフル
タイムかつ早番固定で勤務する制度を新設しました。

　育児をしながらフルタイム勤務する場合に発
生する、保育園利用などに関わる経済的な負担
への補助を実施することにより、フルタイム勤務
復帰へのサポートの拡充を行いました。

　出産や育児などを理由とした退職者に向けた再雇用制度
がありますが、制度利用に際して、インターバル期間や年齢上
限などの条件を設けていました。しかし出産や結婚される平均
年齢が、制度導入時よりも上がっていることをふまえ、条件を
緩和し、仕事復帰しやすいように選択肢の充実を図りました。

内田
書記次長

堀之内
副執行委員長

2010年6月18日
社員：5604人
男性：2824人　女性：2780人
メイト社員：2101人
男性：154人　女性：1947人

三越伊勢丹グループ労働組合

「このまま育児勤務者が
増えると現場がまわらない…」

「個々の負担が増えてしまう…」

「フルタイムに戻りたいけど、
遅番は難しい…」

「フルタイムで働くと、保育料など
経済的負担が増えてしまう…」

「フルタイム復帰してくれて、
現場運営も安定し、
周りの負担も軽減！」

「制度が充実して安心して
働ける！」

「以前と同じようにやりがいを
持って働ける！」

など

育児勤務中の
活躍に向けた
環境の整備

フルタイム勤務
復帰への

サポートの拡充

育児関連
諸制度の

充実

育児勤務者推移図1

組合として考える今後のあるべき姿と対応の方向性図2上限年齢45歳以下
（～2014年3月）

上限年齢49歳以下
（2014年4月）

メイト社員としての再雇用時の上限年齢を引き上げ

「育児勤務時間の一時的勤務時間延長」

育児勤務

フルタイム
勤務

一日あたりの労働時間が長くなる
ことによって保育園利用などの経
済的負担が増大する傾向にある

育児勤務（6時間）
育児勤務（7時間）

フルタイム早番固定（7時間55分）
10時開店店舗…9：30～18：55、9：45～19：10
10時30分開店店舗…10：00～19：25、10：15～19：40
※上記シフトを基本としますが、所属で必要かつ本人の同意を前提に早

番の枠の中でのシフトの活用及び早出勤務も可能とします。

早番勤務（7時間55分）
遅番勤務（7時間55分）

2014年4月～
フルタイム（7時間55分）の
早番固定勤務を新設

フルタイム勤務者
（早遅の交代勤務）

332
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取り組みを進めてみて

高 
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担 

低
短 1日あたりの労働時間 長

組合結成

組合員数
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ご家族のみなさんでご覧ください！

CND機関紙 ホロン

vol.148
2015年7月8日発行

組織内議員の活動紹介

職場全員に〇〇〇〇〇〇〇
を配布し、危険作業はないか、
個人ごとに確認しましょう。

国論を二分するテーマこそ、
「〇〇」は議論を尽くさなけ
ればならない。

不用意な投稿やつぶやきが、
あなたや会社の〇〇・〇〇
を落としかねません。

トヨタでは成功の〇〇〇〇
を一過性のもので終わらせ
ることはしません。

【必要事項】

2015年8月15日締切 HOLON 149号発表

❶ http://www.cnd.or.jpにアクセス
❷ トップページの「組合員専用ページ」をクリック
❸ ID／パスワードを入力
 cnd holon148
❹ 入力フォームに必要事項を入力し送信

ホームページからご応募ください。 検索CND トヨタ

【応募方法】 記事の感想やご意見を添えてご応募ください。

ＣＮＤでは加盟組合のみなさんの個人情報を厳重に取り扱い、適正な個人情報の管理を実施し、ご提供いただいた個人情報は以下の目的で利用します。また、その取り扱いに関する
契約を交わした業務委託先にその取り扱いを委託する場合があります。（詳細についてはＣＮＤのホームページ〈http://www.cnd.or.jp〉のプライバシーポリシーをご確認ください）
１．利用目的：HOLONへ読者の声として掲載・クイズ当選者への発送・お問合せ事項等に関するご連絡
２．利用後の処分について：上記の利用目的に使用した後は速やかに適切な方法で処分します。

個人情報の
取り扱いに

ついて

Click! ID パスワード

・クイズの答え
・氏名
・郵便番号
・住所
・電話番号

・組合名
・会社名
・拠点名
・よかった記事の
 ご感想やご意見

①私たちの声 ②仲間
③自ら ④なぜ

おめでとうございます！

ホロンクイズ当選者のみなさん

今回は総数118件の応募をいただきました。

たくさんのご応募ありがとうございました!

札幌Ｔ／山王大基 札幌Ｃ／谷藤克哉 岩手Ｐ／千田慶
宮城Ｃ／鈴井純一 福島Ｐ／郷津二 群馬Ｔ／永井昌幸
千葉Ｔ／盛舞子 東京Ｎ／園部雅子 東京Ｒ／諸橋直人
ＫＴグループ／尾崎香織 横浜Ｐ／中村哲明 愛知Ｋ／清水いずみ
ＡＴビジネス／深水剛 びわこN／森雅彦 京都Ｎ／東隆文
大阪Ｔ／橋本貴久子 浪速Ｃ／芝本英明 兵庫Ｆ／野口亮
島根ＴＧ／桐原有利華 鹿児島Ｎ／浜田裕一郎

私たちの声を労働組合へ届けよう！
・日々組合で、会社に対して改善のための取り

組みをしていることを改めて知りました。より
良い職場になるように、これからも取り組んで
いただきたいと思いました。（岩手県）

トヨタ流 問題解決のすすめ！！
・「なぜなぜ５回」とよく言いますが、誌面にあ

る通り、たどり着いた答えが「本当に真因だろ
うか」と思うことがあるので、こういった考え方
を参考にすれば、確実な対策を講じるだろう
なと考えさせられました。また実際に現場を見
る、データと照合するという事の大切さを再
認識しました。（北海道）

・なにか問題があったとき「なぜ、なぜ」とは考
えますが、起こった問題について逃げてしま
いたい、忘れてしまいたいという気持ちになり、
深く考えるのをやめてしまいがちでした。しかし、
起こったときこそチャンスだ！と考え、真因をみ
つけ、今後につなげていかなければならない
と思いました。（東京都）

職場で実践！ 簡単ストレッチ
・事務職なので座っていることが多く、肩こり

や頭痛がひどいので、座ったままできるスト
レッチ方法を早速実行しました。（千葉県）

・最近事務的な仕事が増え、凝りや集中力が
かけることが増えたように思います。そんなと
きに掲載されていたようなストレッチを実践し
て少しでも仕事の効率をあげていこうと思い
ます。（大阪府）

政策・制度ＲＥＰＯＲＴ
・政策制度に関しては日頃より関心があります。

当然自らが国政の場に立つことはないので、
組織内議員の方には今後ともご活躍いただ
きますよう、お願いいたします。（宮城県）

※ホームページで解答される方は ①答え、②答えと入力してください。

今号のＨＯＬＯＮはいかがでしたか？ さて、下記のクイズに挑戦して
みましょう。記事のなかにヒントが隠されているかも…。

 （2,000円分）

正解者の中から抽選で20名に図書カードを進呈！

1 2

3 4

※ご自宅に送付します。

答 え

毎回みなさんから
いただいた声を紹介します！

クイズ Vol.148 クイズ Vol.147

02  CND Action!!

 労働安全キャンペーン展開中!!
04  HOLON特集
 第21回 CND海外スタディチーム報告
06  HOLONプラス
 気軽な行為が大きなトラブルに!! SNSの危険性

08  政策・制度REPORT

09 トヨタ流 問題解決のすすめ！！

10 WLB  CHALLENGE!
 三越伊勢丹グループ労働組合の取り組み

12 組織内議員の活動紹介
 着ぼいす
 ＨＯＬＯＮクイズ

今国会は、6月24日まで
だった会期が大幅に延長され、いわゆる「安
保国会」の様相を呈してきました。中身、手
続に多くの問題がありますが、何より、国民
や有識者の声に耳を傾けず、今国会中に
何としても採決をしようとする現政権の姿勢
が問題です。
　安保法制の審議の行く末も極めて重要で
すが、さらに、その陰に隠れて同じぐらい大き
な問題、すなわち、地方創生、エネルギー政
策、地球温暖化対策、金融・経済政策、財政
健全化、そして労働法制などが議論の俎上
に載っています。これらが、国民のみなさんに

理解いただくための十分な情報提供や議論
がなされないままに、進められてしまっているこ
とが危惧されます。
　とりわけ労働者派遣法改正案は、「漏れた
年金情報」問題の調査、説明や対応が遅々
として進まない中で、その審議をなおざりにし
たまま衆議院で強行採決されました。国民生
活に直結する政策テーマが、なし崩し的に進
められることを許すわけにはいきません。
　残りの会期内、多数与党を前にした戦い
は依然厳しいままですが、広く我々が納得で
きるよう徹底的に議論を求め、私も自身の役
割の中で、懸命に取り組んでいく決意です。

安保法制の陰で

参議院議員 なおしま正行

衆議院議員 ふるもと伸一郎
【 】参議院議員

いそざき哲史


